コーディネーターとしての事業に対する意見シート
■事業名： 三重県地域子育てサポートシステム基盤整備事業（子育てキャラバン）
■コーディネーター氏名・所属：　井田　輝門　　市民情報ネットワーク すずかのぶどう
■ふりかえり会議開催年月日：平成　１６年　３月　２９日
１．協働のプロセスについて意見
　　コンペによる事業委託先の決定や事業開始についてはなんら問題はみいだせない。
　　しかし1年、2年を経過して生じた修復不可能な担当行政と受託NPOとの溝の起因は、
　　すでに発注段階で含まれていたと考えざるを得ない。
　　☆事業成果の認識のずれ・・・・企画提案書の内容と事業成果の内容のずれ
　　☆事業終了後の継続性の認識のずれ・・・成果の活かし方の判断の違い
　　☆3年継続事業の終了後の事業計画・予算措置のあり方の情報不足
２．成果についての意見 
　　事業の手法・成果については、関係者一同認めるところと思う。
　　　むしろ期待以上の成果があったと思われる。
３．課題・改善の整理とまとめ
　　結果論として1項☆がなければ違った方向にいったのではとの思いはあるが、
　　委託者と受託者がこれらの課題の存在を認識して事業を開始するのを普遍化する
　　には、ルールづくりを含めまだまだ時間が必要と思う。
４．事業全体についての意見・感想（自由に記入してください）
　　これだけ市民・県民主体とかNPOとの協働とか議論され、実行されつつあると信じていた
　　だけに、なんら影響の受けない担当部署があること、それが市民･県民に密接なセクションだけ　
　　に背筋に寒気を覚えたふるかえり会議であった。
